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各常任委員会で令和６年度　   　予算について調査をしました 　予算について調査をしました

Q. 公民館費「照明改修工事」（1,130万円）の内容は。
A. 【教育委員会事務局】中央公民館の照明改修工事（LED化）
を計画しております。令和６年度に事務室と会議室を整
備し、照明器具に対し建築の構造計算が必要なホール及
び講堂については、翌令和７年度に整備を計画しており
ます。
※ 令和６年度LED化（事務室・会議室）にすることにより、
年間40万円の電気料金の節約になるものと考えており
ます。

Q. 一般被保険者国民健康保険税の歳入が前年度と比べて
4,270万円減額している理由は。

A. 【税務課】国民保険被保険者数の減少に伴うものです。減
少の理由としましては、後期高齢者医療保険や社会保険
への加入、また転出、死亡等によるものです。

Q. 後期高齢者医療保険料の歳入が前年度と比べて2,132万
円増加しておりますが、保険料負担はどのくらい増加す
るのか。

A. 【住民課】千葉県後期高齢者医療広域連合では、保険料の
改定により１人あたり平均4,152円（年額）増加すると試
算しております。

文教民生常任委員会

目玉目玉事業事業 3月定例議会で可決された新年度予算の中から、
議会が注目した事業を紹介します。

2902
万円

1840
万円

2543
万円

638
万円

財源：　国　 319万円財源：　国　 319万円
　　　　町　 319万円　　　　町　 319万円

財源：　県　 180万円財源：　県　 180万円
　　　地方債 2360万円　　　地方債 2360万円
　　　　町　 3万円　　　　町　 3万円

財源：　町　 2902万円財源：　町　 2902万円 財源：地方債 1010万円財源：地方債 1010万円
　　　　町　 830万円　　　　町　 830万円

学校給食費補助金学校給食費補助金

消防ポンプ自動車更新消防ポンプ自動車更新

中央公民館照明改修工事・中央公民館照明改修工事・
舞台吊物等改修工事舞台吊物等改修工事

空家等実態調査業務委託料空家等実態調査業務委託料

小中学校給食費を無償にします。 中央公民館の照明や舞台吊物等を改修工事します。

第７分団第１部に配備している消防ポンプ自動車を
更新します。

空家等対策計画の策定に必要な実態把握調査を実施
します。

※予算額は、万円未満切り捨て
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作田・豊海地区の津波避難タワーの設計をします。

津波避難タワー設計業務津波避難タワー設計業務
（作田・豊海地区）（作田・豊海地区）

片貝防災備蓄倉庫兼津波避難施設片貝防災備蓄倉庫兼津波避難施設
建設工事建設工事

学校施設建設事業学校施設建設事業

旧作田保育所解体工事旧作田保育所解体工事

1364
万円

財源：地方債 1億870万円財源：地方債 1億870万円
　　　　町　 6万円　　　　町　 6万円

財源：地方債 1億6980万円財源：地方債 1億6980万円
　　　　町　 4万円　　　　町　 4万円

財源：地方債 1360万円財源：地方債 1360万円
　　　　町　 4万円　　　　町　 4万円

財源：地方債 1890万円財源：地方債 1890万円
　　　基金繰入金 1000万円　　　基金繰入金 1000万円
　　　　町　 7242万円　　　　町　 7242万円

1億11
6984
万円

1億1
132
万円

1億11
876
万円

各常任委員会で令和６年度　   　予算について調査をしました各常任委員会で令和６年度　  

Q. 町有バスの車輛借上料（187万円）について、予算計上に
至る経過および新車購入だけでなく、中古車等の選択肢
についてどうか。

A. 【財政課】中型バス等のエンジン認証不正問題により、車
両製造中断が長期化しており、その対応として一時的に
車両借上げを図ります。公共財産にて長期間使用の為、
新車購入を前提に車種変更も考慮しながらすすめたいと
考えております。

Q. 空家等実態調査業務委託料（638万円）について、具体的
な調査内容はどうか。

A. 【まちづくり課】空家対策特別措置法により、適切に管理

されていない、空家等（樹木・塀を含む）の実態調査を委
託し、持主の意向を調査し、今後の方針を確認するため、
事前調査をおこない、データベース化していきます。

Q. Tシャツアート展実行委員会補助金（280万円）について、
初めての取り組みとなりますが、作品募集および補助金
についてどうか。

A. 【商工観光課】千葉県誕生150周年記念事業により、本町
の観光資源である九十九里浜を活用し、交流人口の増加
を目的に、県民の日の令和６年６月15日～23日の９日
間、ライトアップを実施し、「Tシャツアートin九十九里
町」を片貝中央海岸を会場に開催します。作品は、小中学
校、その他一般を含め、希望者を募集します。またあわ
せて、こども園の園児にも風鈴の作品をご協力いただき
ます。なお、県の補助金140万円を予定しております。

総務経済常任委員会

学校施設建設のため、用地測量・地質調査・設計を
行います。

注目注目令和６年度予算

片貝地区に防災備蓄倉庫兼津波避難施設を建設しま
す。

作田地区津波避難タワー建設のため、旧作田保育所
を解体します。

▲旧九十九里分署跡地

▲旧豊海公民館跡地
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会　計　名 令和6年度当初予算 令和5年度当初予算
対前年度比較

増減額 増減率

一　般　会　計 64億800万円 59億3500万円 4億7300万円 8.0%

【特別会計】

 給食事業会計 1億4500万円 1億4000万円 500万円 3.6%

 国民健康保険会計 21億2000万円 21億7100万円 －5100万円 －2.3%

 後期高齢者医療会計 2億8000万円 2億5300万円 2700万円 10.7%

 介護保険会計 20億600万円 19億3700万円 6900万円 3.6%

 病院事業会計 3億3900万円 3億267万円 3633万円 12.0%

【企業会計】
 農業集落排水事業会計 2億6245万円 2億3709万円 2536万円 10.7%

 ガス事業会計 4億3955万円 4億9521万円 －5566万円 －11.2%

会　計　総　額 120億円 114億7097万円 5億2903万円 4.6%

※万円未満切り捨て

各会計の予算状況

【一般会計】
　一般会計予算は、予算総額64億800万円で、前年度
比4億7,300万円の増額予算となっております。この
増額は、ふるさと納税事業や防災施設整備事業、学校施
設建設事業、学校給食費無償化事業などによるものです。
　まちづくりの目標ごとに、「活力ある産業振興と賑わい
のあるまちづくり」のため、農業振興、水産業振興、観
光振興への取組、「健やかに生き生きと暮らすまちづくり」
のため、子育て支援、健康づくり、介護予防、障害福祉
サービスの充実、「安全・安心に快適に暮らすまちづく
り」のため、防災施設建設、橋りょう・道路補修事業及
び排水施設管理事業、人口減少対策、「生きる力と豊か
な心を育むまちづくり」のため、学校再編に係る新校舎
の基本設計策定や教育環境の充実、「ともに生きるつな
がりのまちづくり」のため、ふるさと納税の推進、第5
次九十九里町総合計画の後期基本計画の策定など、町民
福祉向上のため、限られた財源の中で最大限の効果が上
がるよう、細部にまで配慮された予算となっております。
【特別会計・企業会計】
　特別会計･企業会計においても、その目的に沿った予
算編成がなされております。
　新年度予算については、限りある財源を有効に活用
し、「人、自然、風土を力に未来に広がる 海浜文化都市 
九十九里」の実現に向かうとともに、町民が求めている
サービスを提供するための創意工夫された予算であると
評価し賛成いたします。

【国民健康保険特別会計】
　国民健康保険は自営業者やフリーランス、年金生活者、
非正規雇用の労働者が加入し、国民の約5人のうち１人に
あたる2537万人（2022年3月末現在）が加入している
公的医療保険です。国民健康保険が都道府県化され、市
区町村と都道府県の共同運営の保険となりました。政府は
市区町村が行なっている、国保税負担軽減のための公費の
繰り入れを削減・廃止を強く迫っています。このままでは、
国保税の連続大幅値上げが心配されています。誰もが安心
して医療が受けられる国民健康保険制度を強く求めます。
【後期高齢者医療特別会計】
　財務省による高齢者の保険料が占める負担割合の引き
上げがされ、従来以上の連続引き上げの負担増が懸念さ
れます。少ない年金が減らされ、物価高騰で苦しいな
か、保険料は2年ごとに改定がされ、医療給付の増加や
高齢者の人口増に応じて保険料が自動的に上がる仕組み
になっています。町の負担だけではなく、国による公的
負担も強く求めます。
【介護保険特別会計】
　現在、介護保険料は0.3～1.7倍の9段階に分けていま
すが、これを13段階まで細分化します。介護保険料の基
準額は、制度開始当初の2倍以上になっています。国庫負
担割合の引き上げと保険料・利用料の減免こそ必要です。

討論  髙 　功 議員 討論  谷川 優子 議員賛成賛成 反対反対

令和６年度予算
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和
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第
１
回
定
例
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
追
加
議
案
を
含
む

35
件
が
審
議
さ
れ
、
34
件
を
原
案
通
り

可
決
、
承
認
、
同
意
し
、
１
件
を
否
決

い
た
し
ま
し
た
。

　

陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と

い
た
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

【
令
和
５
年
度
九
十
九
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
８
号
）】

　

補
正
額
は
、
5
8
5
3
万
円
を
増
額

し
、
補
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後
の
歳
入
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出
予
算
の
総
額

を
67
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3
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1
9
万
円
と
し
ま
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

（
住
民
税
均
等
割
世
帯
）4
2
0
0
万
円

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

（
こ
ど
も
加
算
）1
2
5
0
万
円
な
ど
。

1
月
定
例
議
会

３
月
定
例
議
会

会
期
●
1
月
23
日

会
期
●
３
月
１
日
〜
３
月
15
日

　

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
３
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
承
認

い
た
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

【
令
和
５
年
度
九
十
九
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）】

　

補
正
額
は
、
１
億
7
2
0
1
万
７
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
66
億
7
4
6
6
万
円
と
し

ま
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援
金（
公
共

交
通
事
業
者
、
医
療
機
関
等
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
）1
8
8
7
万
５

千
円
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
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高
騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付
事
業（
追

加
給
付
分
）１
億
5
3
6
5
万
３
千
円

な
ど
。

令
和
５
年
度
九
十
九
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

補
正
額
は
、
１
億
4
0
4
万
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
68
億
3
7
2
3
万
円
と
し
ま
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
7
0
0
0
万

１
千
円
、
い
わ
し
の
町「
九
十
九
里
」応

援
基
金
積
立
金
1
5
0
0
万
２
千
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料
1
4
2
5

万
円
、
介
護
給
付
費
1
4
6
6
万
１
千

円
、
訓
練
等
給
付
費
1
4
9
2
万
９
千

円
、
学
校
施
設
整
備
基
金
積
立
金

5
0
0
0
万
円
な
ど
。

普
通
財
産
の
無
償
貸
付

　

空
き
公
共
施
設
の
利
活
用
事
業
と
し

て
、
旧
豊
海
保
育
所
施
設
を
引
き
続
き

５
年
間
、
株
式
会
社BRA

N
D
 A
N
D
 

CO
N
SU
LT
IN
G A
GEN

CY

に
無
償
貸

付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

副
町
長
の
選
任

　

九
十
九
里
町
副
町
長
に
、
藤
原
慎
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

教
育
委
員
会
教
育
長
に
、
鈴
木
弘
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。 ▲▲旧豊海保育所旧豊海保育所
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小川 浩安 議員 ..............
◆町長が重要視する施策から一次
産業活性化に「九十九里ブラン
ド」を生かす町の対応とは

◆東千葉メディカルセンターに対
する県の財政的・人的支援の継
続を求める要望とは

p13

古川 　徹 議員 ................
◆災害対策について

◆東千葉メディカルセンターについて

p7

松井 由美子 議員 .............
◆災害対策について

◆空き家対策について

p8

谷川 優子 議員 ................
◆学校編成（統廃合）について

◆2024年介護保険制度の改正に
ついて

◆「認知症基本法」の条例化に　
ついて

◆パートナーシップ制度の導入に
ついて

p10

善塔 道代 議員 ................
◆防災対策について

◆子育て支援について

◆庁舎内業務のデジタル化について

◆コンビニ交付サービスについて

p9

鑓田 貴俊 議員 ..............
◆「町地域公共交通計画（案）」に
かかる新たな「外出支援サービ
ス」への今後の取組みについて

◆「防災行政無線（戸別受信機）
貸与規程」にかかる設置対象を
認定する際の運用について

p12

阿井 賢一 議員 ..............
◆消防団のこれからの在り方につ
いて

◆災害時の職員の初動体制に　　
ついて

p11

※紙面の都合により掲載できなかった質問内※紙面の都合により掲載できなかった質問内
容は、町のホームページからご覧いただけ容は、町のホームページからご覧いただけ
ます。ます。

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九十九里町 議会会議録 検索索

一般質問
３月定例議会

傍聴人数

でした。

今回は、

20人

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
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生命と財産を守り・安心できる医療体制の充実を

答
【
町
長
】コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
工

事
に
併
せ
て
、

手
す
り
の
設

置
を
県
に
要

望
を
し
て
お

り
ま
す
。

　 

問 　
災
害
や
観
光
面
を
考
慮
し
、
早

期
の
設
置
を
求
め
ら
れ
な
い
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】安
全
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
誰
も
が
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　 
問 　
避
難
タ
ワ
ー
設
置
計
画
は
、
住

民
の
説
明
や
意
向
に
も
沿
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
【
総
務
課
長
】設
置
場
所
と
な
る

自
治
区
長
に
事
前
説
明
し
て
お
り
、

周
知
は
、
以
前
の
合
同
防
災
訓
練
説

明
会
に
出
席
さ
れ
た
自
治
区
長
に
概

要
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
町
の
血
税
も
含
ま
れ
た
建
設
計

画
な
の
で
、
町
民
全
体
へ
の
周
知
は
。

答
【
町
長
】説
明
会
等
の
要
望
が
あ

れ
ば
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
【
総
務
課
長
】避
難
タ
ワ
ー
の
設

置
主
旨
や
概
要
を
、
町
自
治
区
長
連

災
害
対
策

　 
問 　
片
貝
海
岸
防
潮
堤
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
被
覆
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答
【
町
長
】進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
に
片
貝
海
岸
北
側
か

ら
３
０
５
ｍ
が
施
工
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　 

問 　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
の
工
事
完

了
期
日
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】県
の
計
画

で
の
工
事
完
了
期
日
は
、
令
和
12
年

度
を
目
途
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て

い
く
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、工
事
の
前
倒
し
を
求
め
る
対
応
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】計
画
よ
り

一
日
で
も
早
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
県
に
強
く
要

望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
片
貝
海
岸
防
潮
堤
の
階
段
へ
、

手
す
り
設
置
計
画
は
。

絡
協
議
会
総
会
で
説
明
す
る
と
と
も

に
、
他
の
周
知
や
説
明
の
要
望
が
あ

れ
ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　 

問 　
開
院
か
ら
10
年
間
の
実
質
負
担

金
額
は
、
計
画
で
示
さ
れ
た
26
億
５

千
万
円
以
内
の
金
額
な
の
か
。

答
【
町
長
】令
和
５
年
ま
で
の
実
質

負
担
金
額
の
見
込
み
額
は
、
25
億
７

千
万
円
で
、
交
付
基
準
内
の
金
額
で

収
ま
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
経
営
は
赤
字
が
続
い
て
い
た

が
、
今
後
の
運
営
の
見
通
し
は
。

答
【
町
長
】こ
れ
ま
で
の
運
営
と
コ

ロ
ナ
禍
も
含
め
て
比
較
す
る
と
、
経

営
状
況
は
改
善
し
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　 

問 　
病
院
運
営
は
改
善
傾
向
に
あ
る

が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
町

実
質
負
担
金
額
は
。

答
【
健
康
福
祉
課
長
】第
四
期
中
期

目
標
に
基
づ
い
て
、
設
立
団
体
の
年
間

負
担
金
額
２
億
６
５
０
０
万
円
の
内
、

24
・
５
％
前
後
の
約
６
５
０
０
万
円
が

本
町
実
質
負
担
金
額
に
な
り
ま
す
。

　 

問 　
現
在
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の

金
額
は
。

答
【
町
長
】令
和
５
年
12
月
末
の
金

額
に
な
り
ま
す
が
、
55
億
７
８
０
０

万
円
と
の
こ
と
で
す
。

　 

問 　
近
隣
関
係
自
治
体
か
ら
の
財
政

負
担
や
、
県
へ
包
括
的
な
財
政
支
援

制
度
を
求
め
る
こ
と
は
。

答
【
町
長
】県
に
よ
る
財
政
的
・
人

的
支
援
の
継
続
と
、
関
係
自
治
体
か

ら
の
財
政
支
援
に
お
け
る
県
の
主
導

的
な
役
割
と
、
政
策
医
療
に
対
す
る

補
助
金
制
度
の
創
出
を
、
東
金
市
と

と
も
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
不
祥
事
に
係
る
給
与
返
還
金
や

委
託
業
者
へ
の
賠
償
金
請
求
は
。

答
【
町
長
】民
事
事
件
に
つ
い
て

は
、
訴
訟
提
起
の
も
の
や
弁
護
士
介

入
に
よ
る
和
解
対
応
な
ど
の
状
況
に

応
じ
、
時
効
に
よ

り
損
害
賠
償
の
請

求
権
が
消
滅
し
な

い
よ
う
、病
院「
法

人
」が
対
応
し
て

い
る
と
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

古
ふる

川
かわ

 　徹
とおる

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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空き家バンク
町の担当者

協定

町の担当者
不動産事業者

空き家所有者
不動産事業者

移住定住希望者

④利用者登録

③物件情報発信①物件登録申請

⑤交渉・契約⑤交渉・契約 ⑤交渉・契約⑤交渉・契約

②物件の調査・審査

ー
ジ
へ
も
掲
載
し
、
住
民
の
方
々
へ

の
防
災
対
策
の
再
確
認
に
役
立
て
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
刊

か
ら
８
年
が
経
過
し
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
新
た
な
避
難
方
法
も

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今

後
、
よ
り
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
活
用
し
や
す
い
内
容
へ
の
更
新

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
更
新
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

答
【
総
務
課
長
】更
新
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
６
年
度
中
に
デ
ー
タ
の

収
集
な
ど
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に

新
し
い
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
戸

配
布
並
び
に
ウ
ェ
ブ
版
で
の
掲
載
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
対
策

　 

問 　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
の「
個
別
避
難
計
画
」の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
。

答
【
町
長
】今
年
度
、「
個
別
避
難

計
画
」の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
作
成
の
た
め
、

防
災
、
福
祉
部
局
で
連
携
し
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
避
難
行
動
要

支
援
者
の
う
ち
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
１
件

の
作
成
が
済
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
は
、
作
成
に
向
け
最

終
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
中

の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
町
で
作
成
し
た
防
災
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
【
町
長
】現
在
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
は
平
成
27
年
度
に
作
成
し
、
全

戸
配
布
す
る
と
同
時
に
町
ホ
ー
ム
ペ

　 

問 　
防
災
ヘ
ル
プ
機
能
付
ア
プ
リ
の

導
入
に
つ
い
て
は
。

答
【
町
長
】防
災
ヘ
ル
プ
機
能
付
ア

プ
リ
は
、
災
害
時
の
情
報
収
集
や
家

族
、
友
人
の
安
否
確
認
、
安
全
な
避

難
経
路
の
表
示
な
ど
が
で
き
る
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
ア
プ
リ
は
様
々
な
種
類
の

も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
っ

た
機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
検
証

し
な
が
ら
、
最
適
な
ア
プ
リ
の
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
は
。

答
【
町
長
】現
在
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」の
理
念

の
基
、
８
つ
の
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に

は
、
新
た
に
一
組
織
が
結
成
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
７
月
に
組
織
同
士
の
連
携
を
図

る
た
め
、「
九
十
九
里
町
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
」を
設
置
し
、
各

地
区
に
お
け
る
課
題
や
今
後
の
活
動

方
針
等
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
自
主

防
災
組
織
の
新
規
結
成
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
対
策

　 

問 　
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答
【
町
長
】本
町
で
は
、
移
住
定
住

促
進
施
策
と
し
て
、
平
成
28
年
度
に

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始
し
、
こ

れ
ま
で
14
件
の
物
件
が
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
移
住
希
望
者
か
ら
は
、
よ
り

多
く
の
登
録
物
件
か
ら
選
択
で
き
る

よ
う
、
登
録
増
加
の
要
望
を
頂
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
制
度

周
知
に
取
り
組
み
、
更
な
る
物
件
の

登
録
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
まつ

井
い

 由
ゆ

美
み

子
こ

 議員

災害対策を強化し、安心して暮らせるまちづくりを！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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安心して暮らせる対策や支援を！

で
、
避
難
所
運
営
に
は
役
立
つ
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
議
員
・
職
員

も
含
め
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
他

団
体
へ
も
働
き

か
け
、
災
害
時

に
円
滑
な
避
難

所
運
営
が
図
れ

る
よ
う
計
画
的

に
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　 

問 　
企
業
・
団
体
と
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
が
、
ド
ロ
ー
ン
や
無
人
航

空
機
を
扱
っ
て
い
る
事
業
者
な
ど
情

報
伝
達
や
動
物
避
難
に
関
す
る
協
定

な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
の
計
画
は
。

答
【
町
長
】町
で
は
災
害
発
生
時
に

お
け
る
各
種
応
急
・
復
旧
活
動
に
関

す
る
人
的
・
物
的
支
援
等
に
つ
い
て

の
災
害
時
応
援
協
定
を
48
団
体
と
締

結
し
て
お
り
、
更
に
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
が
図
れ
る
団
体
な
ど
、
２
団
体
と

年
度
内
の
協
定
締
結
に
向
け
、
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
、
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
企

業
・
団
体
と
の
協
定
締
結
を
進
め
て

防
災
対
策

　 
問 　
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
復
旧
が
遅

れ
、
避
難
が
長
期
化
と
な
っ
た
場

合
、
避
難
所
生
活
で
は
、
女
性
と
男

性
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
女
性
の
視
点
を

生
か
し
た
避
難
所
運
営
は
。

答
【
町
長
】避
難
所
運
営
に
お
け
る

女
性
の
参
画
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
ほ
か
、
子
ど
も
や
女
性
へ
の
避

難
所
運
営
に
お
け
る
配
慮
事
項
を
定

め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
の

避
難
所
物
資
の
整
備
や
女
性
用
品
の

備
蓄
な
ど
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
H
U
G（
避
難
所
運
営
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
）の
今
後
の
実
施
は
。

答
【
総
務
課
長
】H
U
G
ゲ
ー
ム
は
、

災
害
発
生
時
の
避
難
所
で
起
こ
り
う

る
様
々
な
出
来
事
や
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
を
図
上
に
て
訓
練
を
行
う
も
の

ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

　 

問 　
育
児
休
業
取
得
に
伴
う
、
こ
ど

も
園
に
在
園
す
る
兄
姉
の
退
園
、
い

わ
ゆ
る
育
休
退
園
の
改
善
は
。

答
【
町
長
】３
歳
未
満
の
園
児
に
つ

き
ま
し
て
は
、
保
育
型
の
み
の
お
預

か
り
と
な
り
、
育
児
休
業
を
取
得
し

た
場
合
、
保
育
の
必
要
性
を
認
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
家
庭
保

育
が
可
能
と
判
断
し
ま
す
の
で
、
退

園
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
保
育
と
し
て

の
観
点
及
び
子
育
て
支
援
と
し
て
の

観
点
を
踏
ま
え
十
分
に
検
討
し
た
う

え
で
、
在
園
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
制
度
を
設
計
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
運
用
開

始
時
期
は
。

答
【
社
会
福
祉
課
長
】こ
ど
も
園
で

は
、
産
前
８
週
、
産
後
８
週
の
間
は
、

保
育
の
必
要
性
を
認
定
し
て
お
り
、

お
預
か
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
産
後
の
母
親
の
体
調
や
状
況

等
に
よ
っ
て
家
庭
保
育
が
で
き
な
い

と
判
断
で
き
る
場
合
も
引
き
続
き
お

預
か
り
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
れ

ば
、
引
き
続
き
保
育
可
能
で
あ
り
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
出
産
子
育
て
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
運

用
開
始
は
遅
く
て
も
年
内
中
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

庁
舎
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

　 

問 　
窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
し

て
、
書
か
な
い
。
行
か
な
い
。
待
た

さ
な
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
は
。

答
【
企
画
政
策
課
長
】新
た
に
L
I

N
E
の
町
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
、
各
種
証
明
書
の
交
付
申
請
や
、

施
設
予
約
な
ど
の
各
種
手
続
き
が
行

え
る
も
の
。
個
人
認
証
や
決
済
機
能

も
備
え
て
い
る
の
で
、
手
続
き
に
よ

っ
て
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
一
連

の
手
続
き
が
完
結
し
、
行
か
な
い
、

書
か
な
い
、
待
た
な
い
行
政
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
に
貢
献
で
き
ま
す
。

各
部
署
の
協
力
を
得
て
、
令
和
６
年

10
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
途
に
尽

力
致
し
ま
す
。

善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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目
の
改
正
の
年
と
な
り
、
介
護
保
険

料
区
分
と
負
担
増
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】６
年
度
か
ら
３
年
間
の

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
介
護

保
険
料
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
利
用

者
の
増
加
に
よ
る
給
付
費
の
増
額
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
負

担
増
と
な
る
状
況
で
す
。

　 

問 　
国
の
介
護
施
設
へ
の
基
本
報
酬

に
つ
い
て
で
す
が
、
介
護
労
働
者
は

低
賃
金
・
不
安
定
雇
用
な
状
況
で
働

い
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
の
早
急
な

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国

の
介
護
施
設
の
基
本
報
酬
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】令
和
６
年
度
介
護
報
酬

の
改
定
に
つ
い
て
介
護
需
要
の
増
大

や
、
介
護
人
材
不
足
の
深
刻
化
に
対

応
す
る
た
め
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

に
重
点
を
お
き
、
報
酬
全
体
に
お
い

て
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
基
本
条
例
」

　 

問 　
２
０
２
３
年
６
月
に「
共
生
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知

学
校
統
廃
合

　 

問 　
３
小
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
保

護
者
・
住
民
と
の
合
意
は
ど
の
よ
う

に
は
か
っ
て
い
く
の
か
。

答
【
教
育
長
】子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
何
が
い
い
の
か
、
専
門
的
な
見
地

も
踏
ま
え
基
本
的
な
案
を
示
し
、
住

民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　 

問 　
ま
ち
づ
く
り
で
、
学
校
移
転
は

重
要
な
課
題
で
す
。
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答
【
教
育
長
】学
校
は
、
地
域
や
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
交
流
の
場
で

す
。
ま
た
災
害
時
の
避
難
所
に
も
使

わ
れ
ま
す
。
地
域
、
行
政
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

「
介
護
保
険
制
度
」改
正

　 

問 　
介
護
保
険
事
業
は
３
年
ご
と
の

見
直
し
が
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
９
期

症
基
本
法
」が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。「
認

知
症
と
と
も
に
生
き
る
人
の
権
利
」

が
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
で

す
。
本
町
の「
認
知
症
基
本
法
条
例
」

の
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
は
じ
め
、
ご
本
人
、
ご
家

族
へ
の
認
知
症
総
合
支
援
事
業
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　 

問 　
認
知
症
に
は
65
歳
未
満
で
発
症

す
る
若
年
性
認
知
症
も
あ
リ
ま
す
。

住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

答
【
町
長
】認
知
症
基
本
法
を
踏
ま

え
、
国
や
千
葉
県
の
法
整
備
等
の
状

況
や
条
例
化
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」の

導
入

　 
問 　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
関
係
を
自
治
体
が
認
証
し
、
医

療
や
住
宅
な
ど
の
困
り
ご
と
を
軽
減

す
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」が

５
月
現
在
３
２
５
自
治
体
で
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
人
口
の
７
割
超
の
地
域

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
」に
つ
い
て
町
の
考

え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関

係
を
公
的
に
認
め
る
な
ど
、
多
様
な

性
の
形
に
応
え
る
取
組
が
増
え
て
い

ま
す
。
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
先
進
自
治
体
の
取
組
状
況
を

参
考
に
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　 

問 　
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】誰
も
が
自
分
の
性
の
あ

り
方
を
尊
重
す
る
社
会
を
築
く
た
め

に
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
お

互
い
に
違
い
を
認

め
合
い
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

国庫負担率の引き上げで「使える介護保険制度に」

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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消防団員数の増員を願って！

　 

問 　
何
ら
か
の
理
由
で
ご
退
職
さ
れ

た
方
な
ど
が
災
害
時
に
協
力
し
て
く

だ
さ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
方
を
積
極
的
に
採
用
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
お
考
え
で
は
な
い
で

す
か
。

答
【
総
務
課
長
】数
年
前
か
ら
協
議

を
重
ね
、
団
員
確
保
を
す
る
た
め
に

入
団
要
件
の
緩
和
や
年
齢
制
限
を
撤

廃
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
機
能
別
消
防
団
員
制
度
に
つ

い
て
も
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
先
に
導
入
し
て
い
る
消
防
団
の

状
況
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　 

問 　
機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
導
入

に
は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
要
し
ま

す
か
。

答
【
総
務
課
長
】制
度
を
導
入
す
る

た
め
に
は
、
現
役
消
防
団
員
が
機
能

別
消
防
団
員
へ
異
動
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
そ
の
位
置
づ
け
や
処

遇
、
具
体
的
な
活
動
内
容
な
ど
を
規

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
時
間
を
要
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

消
防
団
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方

　 
問 　
「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」の
導

入
に
つ
い
て
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。答

【
町
長
】消
防
団
員
は
地
域
防
災

の
要
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
全
国
的

な
団
員
の
減
少
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

化
に
よ
る
災
害
出
動
人
員
の
減
少
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
打
開
策
と
し
て
、
総
務

省
消
防
庁
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
や
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が

ら
、
特
定
の
消
防
団
活
動
や
時
間
の

許
す
範
囲
で
の
活
動
が
で
き
る「
機

能
別
消
防
団
員
・
分
団
」制
度
の
導

入
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
団

員
確
保
等
も
含
め
町
消
防
団
本
部
と

協
議
し
、
更
な
る
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
制
度
の
導
入

に
は
消
防
本
部
と
の
十
分
な
協
議
が

必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 

問 　
消
防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得

状
況
は
。

答
【
町
長
】町
で
は
団
員
の
円
滑
か

つ
迅
速
な
消
防
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
、
平
成
30
年
に「
町
消
防
団
員

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
取
得
等
推

進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」を
制
定

し
、
準
中
型
及
び
中
型
自
動
車
免
許

の
取
得
を
希
望
す
る
団
員
を
対
象

に
、
10
万
円
を
限
度
と
し
て
、
免
許

取
得
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の
１
を

補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な

お
、
現
在
ま
で
に
13
名
の
団
員
が
本

制
度
を
活
用
し
、
免
許
を
取
得
し
て

お
り
ま
す
。

災
害
時
の
職
員
の
初
動
体
制

　 

問 　
災
害
が
起
き
た
際
の
町
職
員
の

初
動
体
制
に
つ
い
て
、
適
切
な
職
員

配
置
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】地
域
防
災
計
画
に
、
風

水
害
編
と
地
震
・
津
波
編
の
体
制
基

準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
年
度
初

め
に
、
各
課
か
ら
配
備
人
員
の
報
告
を

受
け
、
初
動
対
応
を
実
施
す
る
た
め
に

適
切
な
職
員
配
備
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
地
震
や
津
波
を
想
定
し
た

職
員
非
常
時
参
集
訓
練
を
昨
年
度
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
10
分
以
内
に
参
集
し

た
職
員
が
約
５
割
、
30
分
以
内
が
約

８
割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　 

問 　
災
害
発
生
時
、
配
備
の
職
員
が

招
集
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

職
員
の
町
内
外
の
割
合
は
。

答
【
総
務
課
長
】第
一
配
備
で
の
風

水
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
13

名
、
町
外
10
名
の
計
23
名
が
招
集
さ

れ
、
地
震
・
津
波
で
は
、
町
内
６
名
、

町
外
０
名
の
計
６
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
適

切
な
職
員
招
集
を
行
い
、
災
害
対
応

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

阿
あ

井
い

 賢
けん

一
いち

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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だ
い
て
い
る
地
域
公
共
交
通
会
議
を

本
年
度
５
回
開
催
し
、
そ
の
意
見
を

踏
ま
え
地
域
公
共
交
通
計
画
案
の
策

定
ま
で
至
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　 

問 　
「
町
公
共
交
通
計
画（
案
）」の
計

画
期
間（
５
年
）に
、
新
た
な
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
的
な
運
行

は
可
能
か
。

答
【
町
長
】地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
移
動
手

段
の
確
保
対
策
事
業
の
検
討
を
行
い
、

早
け
れ
ば
令
和
７
年
度
に
取
り
組
み

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い

る「
外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
」と

連
携
し
、
利
用
対

象
者
の
拡
大
を
図

る
考
え
は
。

答
【
町
長
】地
域
公
共
交
通
会
議
に

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
も
委
員
と

し
て
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

既
存
の
公
共
交
通
の
持
続
的
な
運
行

維
持
に
配
慮
し
つ
つ
、
慎
重
に
協
議
を

重
ね
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
た
外
出

手
段
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
町
地
域
公
共
交
通
計
画（
案
）」

に
か
か
る
新
た
な「
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
」へ
の
今
後
の
取
り
組
み

　 

問 　
高
齢
者
等
交
通
弱
者
に
対
す
る

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」ま
た

は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
」導
入
の

考
え
は
。

答
【
町
長
】地
域
公
共
交
通
計
画
案

に
記
載
の
と
お
り
、
効
率
的
な
外
出

手
段
の
確
保
の
た
め
、
バ
ス
を
運
行

し
て
い
な
い
地
区
を
対
象
と
し
、
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
限
ら
ず
移
動
手
段

の
確
保
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
こ
れ
ま
で
地
域
公
共
交
通
会
議

に
お
い
て
、
現
在
の
交
通
事
業
者
と

意
見
交
換
し
た
こ
と
は
。

答
【
町
長
】本
町
の
公
共
交
通
事
業

者
で
あ
る
バ
ス
事
業
者
及
び
タ
ク
シ

ー
事
業
者
に
委
員
と
し
て
参
画
い
た

　 

問 　
公
共
交
通
の
利
用
が
単
独
で
難

し
い
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

へ
の
対
応
に
つ
い
て
今
後
の
対
策
は
。

答
【
町
長
】現
在
、
単
独
で
公
共
交

通
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
あ

る
い
は
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
な

ど
に
よ
る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
外
出
支
援
策

の
確
保
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
防
災
行
政
無
線（
戸
別
受
信
機
）

貸
与
規
程
」に
か
か
る
設
置
対

象
を
認
定
す
る
際
の
運
用

　 

問 　
事
情
に
よ
り
住
民
登
録
が
困
難

な
住
民
に
対
し
、
特
例
と
し
て
貸
与

を
認
め
る
考
え
は
。

答
【
町
長
】こ
の
規
程
の
要
件
の
一

つ
と
し
て
、
本
町
に
居
住
し
住
民
登

録
を
し
た
世
帯
と
し
て
お
り
、
住
民

登
録
は
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
の
権
利
と
義
務
の
基
礎
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
特
例
と
し
て

貸
与
を
認
め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　 

問 　
貸
与
規
程
で
は
、
設
置
先
と
し

て「
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
た

施
設
」と
あ
る
が
、
そ
の
想
定
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
。

答
【
町
長
】必
要
と
認
め
る
施
設
は
、

町
公
共
施
設
及
び
町
内
小
・
中
学
校

や
要
配
慮
施
設
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　 

問 　
そ
の
他
認
定
の
場
合
、
審
査
す

る
た
め
の
申
請
用
紙
は
あ
る
か
、
ま

た
過
去
に
受
理
し
た
事
例
は
。

答
【
町
長
】そ
の
他
認
定
用
の
申
請

書
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
貸
与
規
程

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
申
請
書
を
審
査

し
貸
与
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
住
民
か
ら
設
置
要
望
が
あ
っ
た

場
合
、
ケ
ー
ス
に
よ

り
有
償
で
交
付
で
き

る
よ
う
改
定
す
る
考

え
は
。

答
【
町
長
】戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

は
、
貸
与
規
程
に
基
づ
き
、
町
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
無
償
で
貸

与
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま

し
て
も
、
有
償
に
よ
り
貸
与
す
る
こ

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鑓
やり

田
た

 貴
たか

俊
とし

 議員

住み慣れた場所で暮らし続けられる対策を！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

九十九里町議会だより№20　令和6年6月1日 12



笑顔あふれる町づくり、リーダーシップに期待！

ず
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。町
の
生
産
物
や
商
品
な
ど
に「
九

十
九
里
」ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
、
付

加
価
値
を
持
た
せ
る
こ
と
で
競
争
力

を
向
上
さ
せ
、
所
得
の
増
加
等
に
つ

な
が
る
魅
力
あ
る
産
業
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
産
者
を
確
保
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
【
農
林
水
産
課
長
】農
業
従
事
者

の
担
い
手
不
足
問
題
な
ど
に
対
し
、
国

は
農
業
集
積
・
集
約
化
を
図
る
た
め

「
人
農
地
プ
ラ
ン
」に
よ
る
地
域
計
画
の

策
定
を
、
令
和
６
年
度
ま
で
に
義
務

化
い
た
し
ま
し
た
。
本
町
に
お
き
ま
し

て
は
、
こ
の
地
域
計
画
に
沿
っ
て
諸
問

題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
「
九
十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
」を
確
立

す
る
た
め
行
政
の
各
課
連
携
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
【
町
長
】「
九
十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
」

を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
関
係
部
署

の
横
断
的
な
連
携
は
も
と
よ
り
、
関

係
団
体
等
の
協
力
が
必
要
で
す
。
知

名
度
の
高
い「
九
十
九
里
」と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、
そ
れ
を
ど
の

様
に
確
立
し
、
活
用
し
て
い
く
の

町
長
が
重
要
視
す
る
施
策

　 
問 　
「
九
十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
」を
掲
げ

る
生
産
物
の
考
え
は
。

答
【
町
長
】現
在
、
特
定
の
生
産
物

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
本
町
で

生
産
さ
れ
る
農
産
物
や
水
揚
げ
さ
れ

る
水
産
物
、
及
び
そ
れ
ら
を
使
用
し

た
加
工
品
等
、
一
次
産
業
に
関
わ
る

も
の
に
限
ら
ず
、様
々
な
も
の
に「
九

十
九
里
」と
い
う
全
国
的
な
ブ
ラ
ン

ド
を
活
用
し
、
付
加
価
値
を
持
た
せ

る
こ
と
で
、
売
上
げ
の
増
加
に
伴
う

増
収
・
増
益
に
よ
り
、
一
次
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
の
活
性
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
「
九
十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
」を
支
え

る
生
産
者
確
保
の
考
え
は
。

答
【
町
長
】生
産
者
の
確
保
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
次
産
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
は
、
本
町
の
み
な
ら

か
、
協
議
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
【
商
工
観
光
課
長
】町
で
は
、
町

内
事
業
者
か
ら
新
商
品
・
販
路
の
拡

大
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
企
業
の
経

営
課
題
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
益
財

団
法
人
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

と
、
町
内
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

調
整
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
町
内

事
業
者
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
「
九
十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立

と
継
続
に
対
し
て「
ふ
る
さ
と
納

税
」と
の
関
連
性
の
考
え
は
。

答
【
町
長
】ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な

る
拡
充
に
は
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

開
発
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
新
た
な
返

礼
品
と
九
十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用

し
た
返
礼
品
の
開
発
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
歳
入
の
確
保
と
、
そ
の
財

源
を
活
用
し
な
が
ら
事
業
展
開
を
図

る
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
、
継
続
的

に
拡
充
・
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
、
九

十
九
里
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
継
続
に
、

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
千
葉
Ｍ
Ｃ
へ
の
支
援
要
望

　 

問 　
２
月
９
日
、
浅
岡
町
長
と
東
金

市
長
が
県
庁
を
訪
問
し
、
県
知
事
に

呈
出
し
た
東
千
葉
M
C
に
対
す
る
県

の
財
政
的
・
人
的
支
援
の
継
続
を
求

め
る
要
望
に
よ
っ
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
展
望
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答
【
町
長
】こ
れ
ま
で
も
県
か
ら

は
、
東
千
葉
M
C
設
立
時
の
医
療
機

器
等
の
整
備
に
か
か
る
費
用
や
、
運

営
費
の
追
加
財
政
支
援
の
他
、
医
療

業
務
に
精
通
し
た
事
務
職
員
等
の
人

材
確
保
に
か
か
る
支
援
は
受
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
東
千
葉

M
C
の
運
営
に
関
し
て
、
県
に
よ
る

財
政
的
・
人
的
支
援
の
継
続
な
ど
、

地
域
医
療
の
実
情
を
踏
ま
え
た
支
援

等
に
つ
き
ま
し
て
、
県
に
対
し
毎
年

要
望
は
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
安
定
し
た
医
療

体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

県
に
よ
る
、
よ
り
適
切
な
医
療
行

政
、
特
に
関
係
近
隣
自
治
体
に
よ
る

支
援
が
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
、
設
立

団
体
と
し
て
、
引
き
続
き
東
金
市
と

共
に
、
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
お

川
がわ

 浩
ひろ

安
やす

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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3 月 定 例 議 会 審 議 結 果 を 公 開

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【令和5年度九十九里町一般会計補正予算（第7号）】
5ページ参照

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 － ○ 欠 ○ ○ ○ ○

議 案
第 2 号

九十九里町学校施設整備基金条例の制定について
学校施設の整備に必要な経費の財源に充てるための基金を設置 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 － ○ 欠 ○ ○ ○ ○

議 案
第 3 号

九十九里町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
戸籍の広域交付などに係る事務の手数料の額を定める改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 － ○ 欠 ○ ○ ○ ×

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【令和5年度九十九里町一般会計補正予算（第8号）】
5ページ参照

承　 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 2 号

令和6年度九十九里町一般会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 3 号

令和6年度九十九里町給食事業特別会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 4 号

令和6年度九十九里町国民健康保険特別会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 5 号

令和6年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 6 号

令和6年度九十九里町介護保険特別会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 7 号

令和6年度九十九里町病院事業特別会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 8 号

令和6年度九十九里町農業集落排水事業会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 9 号

令和6年度九十九里町ガス事業会計予算
2～4ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第10号

令和5年度九十九里町一般会計補正予算（第9号）
5ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第11号

令和5年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第3号）
光熱水費、システム改修委託料などによる減額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第12号

令和5年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
出産育児一時金などによる減額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第13号

令和5年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
後期高齢者医療保険料等負担金による増額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第14号

令和5年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第3号）
システム改修委託料などによる増額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第15号

令和5年度九十九里町農業集落排水事業会計補正予算（第2号）
収益的収入の予算額を588万3千円､ 支出の予算額を586万8千円減額 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第16号

令和5年度九十九里町ガス事業会計補正予算（第2号）
収益的収入および支出の予算額を178万1千円減額
資本的収入の予算額を200万円、支出の予算額を29万1千円減額

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第17号

九十九里町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
一般職の職員の期末手当の支給割合を引き上げることに伴い、議員の期末手当
の支給割合を改定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ × ○ ×

1月臨時議会

3月定例議会
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令 和 6 年 1 月 臨 時 議 会・
3月定例議会

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

議 案
第18号

特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
一般職の職員の期末手当の支給割合を引き上げることに伴い、特別職の期末手
当の支給割合を改定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第19号

職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
千葉県人事委員会に準じた給与改定並びに期末手当及び勤勉手当の支給割合を改定

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第20号

会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
一般職の職員に準じた会計年度任用職員の給与改定及び勤勉手当の支給が可能
となることによる改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第21号

九十九里町ガス企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
会計年度任用職員の勤勉手当の支給が可能となることなどによる改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第22号

九十九里町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
第9期介護保険事業計画における第1号被保険者の保険料率などを改定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第23号

九十九里町個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
マイナンバーの利用範囲の拡大及び情報連携に係る規定の見直しへの対応並び
に町独自利用事務の開始のための改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第24号

公の施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
作田農業振興センターの解体撤去に伴う改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第25号

九十九里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
国民健康保険の安定的な運営を確保するため保険税率を改定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第26号

九十九里町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法
律の施行に伴う改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第27号

九十九里町町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法
律の施行に伴う改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第28号

普通財産の無償貸付について
5ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ ×

議 案
第29号

普通財産の減額貸付について
真亀川総合公園内レストラン棟の減額貸付 否 　決 × × × × ○ × ○ － ○ ○ × × ○ ×

議 案
第30号

九十九里町道路線の変更について
広域営農団地農道整備事業における橋りょうを一体的に管理するための町道認定 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第31号

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて
石田米子氏の任期満了に伴い、後任に齋正美恵子氏を教育委員会委員に任命 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
陳 情
第 1 号

帯状疱疹予防接種費用の助成を求める陳情書
文教民生常任委員会｢不採択｣､ 本会議｢不採択｣ 不採択 × × × × 欠 × × － × × × × × ○

《追加議案》
町長提出議案
議 案
第32号

令和5年度九十九里町一般会計補正予算（第10号）
橋りょう補修事業の事業費確定に伴い地方債を補正 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第33号

東金市道路線の認定の承諾について
広域営農団地農道整備事業において町の区域を東金市道路線として認定することを承諾 可　決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第34号

副町長の選任につき議会の同意を求めることについて
5ページ参照 同　意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第35号

教育委員会教育長の任命につき議会の同意を求めることについて
5ページ参照 同　意 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（中村義則議員）は採決に加わりません。
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※本案はおおむねの日程であり、招集日前
の議会運営委員会で協議されます。

6月定例議会予定
6
月

 6日㈭ 開会／一般質問

 7日㈮ 一般質問

11日㈫ 議案質疑・採決

議会活動日誌

1
月

7日 九十九里町成人式～はたちのつどい～
8日 九十九里町消防出初式
16日 山武郡市議会議長会臨時総会
18日 東金市外三市町清掃組合議会全員協議会
22日 例月出納検査

23日
第1回臨時議会
九十九里町議会議員研修会
議会だより編集委員会

25日 介護保険運営協議会
26日 千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会
30日 農業振興地域整備促進協議会

2
月

5日 東金市外三市町清掃組合議会定例会

8日
第3回定期監査（教育委員会事務局、社会福祉課、健康福祉課）
国民健康保険運営協議会

9日 千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
14日 山武郡市広域水道企業団議会定例会・議会協議会

15日
山武郡市広域行政組合議会定例会
観光促進協議会

19日
議会運営委員会
全員協議会

20日
例月出納検査
九十九里地域水道企業団理事会

21日 中小企業資金融資運営委員会議
22日 千葉県町村議会議長会定例会
25日 2024東金・九十九里波乗りハーフマラソン
28日 九十九里町総合計画審議会・総合戦略審議会・過疎対策審議会

3
月

1日 3月定例議会

4日
3月定例議会
文教民生常任委員会

5日 3月定例議会

6日
3月定例議会
議会だより編集委員会

7日 総務経済常任委員会【新年度予算説明】（財政課・ガス課・農林水産課・商工観光課）
8日 九十九里中学校卒業式
11日 総務経済常任委員会【新年度予算説明】（総務課・まちづくり課・企画政策課）
12日 文教民生常任委員会【新年度予算説明】（教育委員会事務局・税務課・住民課）
13日 文教民生常任委員会【新年度予算説明】（健康福祉課・社会福祉課）
14日 町内こども園卒園式
15日 3月定例議会
18日 つくも学遊館運営協議会・都市公園施設運営協議会
19日 町内小学校卒業式
21日 例月出納検査
25日 消防審議会
27日 ガス事業運営委員会
31日 銚子連絡道路（二期区間）開通式典

QRコードを読み取り、アプリケーションを
ダウンロードしてください。

ios版
QRコード

Android版
QRコード

 2/25　 2024 東金・九十九里波乗り
ハーフマラソン

『九十九里町議会だより』を
スマホやタブレットで
読むことができます

委員長　西 村 み ほ　　副委員長　善 塔 道 代
委　員　内 山 菊 敏　　原 田 教 光　　小 川 浩 安
　　　　松井由美子　　阿 井 賢 一　　小野谷元伸

議会だより
編集委員会

ご意見・ご感想などのあて先
〒283-0195　九十九里町片貝 4099番地
九十九里町議会事務局
九十九里町　議会事務局　お問い合わせ 検索

2024年1月～3月

九十九里町 議会 検索

1月臨時議会・3月定例議会の詳し
い内容は、町のホームページをご
覧ください。
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